


2

4
月
27
日
、
平
成
17
年
度
集

落
農
政
推
進
協
議
会
会
長
の
委

嘱
状
交
付
式
を
多
目
的
研
修
集

会
施
設
で
行
い
、
20
名
の
方
に

委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

町
と
農
家
の
皆
さ
ん
の
世
話

役
、連
絡
調
整
役
と
し
て
、農
林

業
の
振
興
や
新
た
な
米
政
策
の

推
進
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
業
務

に
つ
い
て
1
年
間
お
世
話
に
な

り
ま
す
。

新
会
長
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。（
任
期
は
、平
成
18
年
3
月

31
日
ま
で
。）

集
落
名
　
　
会
長
名（
敬
称
略
）

大
　
　
八
　
　
大
楽
　
勝
男

谷
津
作
　
　
先
崎
　
　
茂

小
野
赤
沼
　
　
会
田
　
次
男

菖
蒲
谷
　
　
吉
田
　
泰
男

雁
股
田
　
　
荒
井
　
一
郎

皮
籠
石
　
　
宇
佐
美
尚
武

飯
豊
上
　
　
吉
田
　
義
貞

飯
豊
中
　
　
吉
田
　
忠
吉

飯
豊
下
　
　
国
分
　
　
強

吉
野
辺
　
　
舘
川
　
　
明

浮
　
　
金
　
　
西
牧
　
　
易

小
戸
神
　
　
国
分
　
　
裕

小
野
山
神
　
　
吉
田
　
一
之

夏
　
　
井
　
　
吉
田
　
和
夫

南
田
原
井
　
　
村
上
　
栄
二

湯
　
　
沢
　
　
今
泉
　
嘉
博
　

塩
庭
一
区
　
　
草
野
　
　
功

塩
庭
二
区
　
　
大
竹
　
初
雄

上
羽
出
庭
　
　
吉
田
　
徳
一

和
名
田
　
　
矢
吹
　
徳
男

な
お
、
同
席
上
会
長
会
の
役
員
が

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

会
　
　
長
　
　
吉
田
　
泰
男
　

副
会
長
　
　
舘
川
　
　
明

副
会
長
　
　
吉
田
　
和
夫

5
月
30
日
、
小
野
町
畜
産
振
興
審

議
委
員
会
委
員
の
委
嘱
状
交
付
式
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
町
の
畜
産
振
興

施
策
全
般
に
つ
い
て
協
議
い
た
だ
く

機
関
で
、
任
期
は
、
平
成
19
年
3
月

31
日
ま
で
で
す
。

委
嘱
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
同
席
上
、
委
員
の
互
選
に

よ
り
会
長
に
今
泉
孝
一
氏
、
副
会
長

に
田
村
弘
文
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

今
泉
　
孝
一
　
　
田
村
　
弘
文

村
上
　
勝
春
　
　
吉
田
　
重
良

会
田
　
　
正
　
　
国
分
　
幸
夫

福
田
眞
知
子
　
　
上
野
　
一
郎

長
谷
川
栄
伸
　
　
先
崎
　
幸
江

高
村
　
博
之

5
月
30
日
、
小
野
町
ポ
イ

捨
て
等
防
止
指
導
員
の
委
嘱

状
交
付
を
行
い
ま
し
た
。
ポ

イ
捨
て
等
防
止
指
導
員
は
、

各
行
政
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た

方
々
で
、
任
期
は
平
成
19
年

3
月
31
日
ま
で
で
す
。

ポ
イ
捨
て
等
防
止
指
導
員

に
は
、
環
境
の
美
化
を
推
進

し
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保

す
る
た
め
、
空
き
缶
な
ど
の

ポ
イ
捨
て
防
止
や
犬
の
ふ
ん

の
放
置
防
止
な
ど
を
啓
発
・

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

各
行
政
区
の
ポ
イ
捨
て
等

防
止
指
導
員
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
敬
称
略
）

本
　
　
町
　
　
阿
部
　
徳
夫

横
　
　
町
　
　
折
笠
　
昭
典

仲
　
　
町
　
　
水
野
巳
喜
三

反
　
　
町
　
　
箕
輪
　
悦
子

大
　
　
八
　
　
先
崎
　
　
久

荒
　
　
町
　
　
吉
田
新
太
郎

中
　
　
通
　
　
国
分
　
　
慎

平
　
　
舘
　
　
小
泉
　
俊
一

谷
津
作
　
　
柴
田
春
太
郎

小
野
赤
沼
　
　
草
野
今
朝
美

菖
蒲
谷
　
　
吉
田
　
　
壮

雁
股
田
　
　
吉
田
　
利
雄

皮
籠
石
　
　
中
野
　
正
喜

飯
豊
上
　
　
大
千
里
義
市

飯
豊
中
　
　
宗
像
　
弘
栄

飯
豊
下
　
　
吉
田
　
　
進

吉
野
辺
　
　
宗
像
　
幸
雄

浮
　
　
金
　
　
大
和
田
福
治

小
戸
神
　
　
大
方
　
一
豊

小
野
山
神
　
　
佐
藤
　
信
忠

夏
　
　
井
　
　
瀬
谷
　
幸
久

南
田
原
井
　
　
木
村
　
伸
和

湯
　
　
沢
　
　
渡
辺
　
忠
雄

塩
庭
一
区
　
　
草
野
　
　
洋

塩
庭
二
区
　
　
常
恒
　
貞
之

上
羽
出
庭
　
　
草
野
　
良
英

和
名
田
　
　
　
沢
十
四
二
郎

美
し
く
快
適
な
生
活
環
境
を

守
る
た
め
、
ご
み
や
犬
の
ふ
ん

の
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。町

民
生
活
課7
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通常点検

退職幹部に感謝状

4
月
24
日
、
小
野
運
動
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
平
成
17

年
度
春
季
検
閲
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

宍
戸
町
長
が
統
監
と
な
り
、
通
常

点
検
、
分
列
式
、
各
分
団
に
よ
る
規

律
訓
練
を
行
い
、
日
頃
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

式
上
、
退
職
さ
れ
た
前
消
防
団
幹

部
の
方
に
感
謝
状
の
贈
呈
、
及
び
規

律
訓
練
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

（
別
表
の
と
お
り
。
敬
称
略
）

←おのショッピングプラザで募金活動

↑育成会長から団旗授与
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教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
園
の
適

正
な
運
営
を
図
る
た
め
、8
名
の
方
々

に
児
童
園
運
営
委
員
会
委
員
を
委
嘱

し
ま
し
た
。

町
に
は
、
浮
金
つ
つ
じ
児
童
園
・

羽
出
庭
つ
く
し
児
童
園
の
2
つ
の
児

童
園
が
あ
り
ま
す
。
少
子
化
に
伴
う

子
ど
も
の
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
委
員
の
方
々
か
ら
、
1

年
間
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
児
童
園
の
よ
り
よ
い
運
営
を

目
指
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
保
育
園
な
ど

の
幼
児
施
設
を
対
称
に
、
今
年
度
か

ら
「
苦
情
解
決
制
度
」
を
設
け
ま
し

た
。こ

の
制
度
は
、
社
会
福
祉
法
の
定

め
に
基
づ
く
も
の
で
、
幼
児
施
設
を

利
用
す
る
利
用
者
か
ら
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
た
場
合
に
適
切
に
対
応
し
、
施

設
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
施
設
は
、
町
立
保
育

園
、
児
童
園
な
ど
で
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
公
平
な
立
場
か
ら

ご
意
見
を
賜
り
、
苦
情
解
決
を
図
る

た
め
、
5
名
の
方
々
に
「
苦
情
解
決

第
三
者
委
員
」
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

児童園運営委員会（5月11日）

苦情解決第三者委員委嘱（5月17日）

◆
問
い
合
わ
せ

小
野
町
教
育
委
員
会
教
育
課
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森
川
徹
氏
の
退
任
に
伴
い
、
補
充

員
か
ら
横
田
久
雄
氏
（
小
野
新
町
）

が
新
た
に
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に

就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
森
川
氏
の

残
任
期
間
で
平
成
20
年
１
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

今
後
選
挙
事
務
の
適
正
な
執
行
管

理
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
5
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員

長
の
選
挙
、
職
務
代
理
の
指
定
が
行

わ
れ
、
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

（
敬
称
略
）

委
員
長

藤
井
　
隆
治
（
浮
金
）

委
員
長
職
務
代
理
者

吉
田
　
豊
巳
（
小
野
新
町
）

委
　
員

村
上
　
輝
男
（
飯
豊
）

横
田
　
久
雄
（
小
野
新
町
）

永
年
に
わ
た
り
選
挙
管
理
委
員
長

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
き
た
森
川
徹
氏

が
4
月
26
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま

し
た
。

森
川
徹
氏
は
、
平
成
5
年
7
月
、

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
就
任
、
平

成
10
年
12
月
か
ら
は
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
国
政
選
挙
を
は
じ
め
、
県

関
係
及
び
町
関
係
の
選
挙
併
せ
て
29

回
の
選
挙
執
行
に
携
わ
り
、
選
挙
に

お
け
る
適
正
な
選
挙
事
務
執
行
と
投

票
率
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
、
本
年
2

月
に
は
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
総

務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

森
川
徹
氏
の
永
年
の
ご
労
苦
に
対

し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
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こ
の
制
度
は
、
集
落
の
話
し
合
い

に
よ
り
取
り
決
め
た
集
落
協
定
に
基

づ
き
実
施
す
る
適
切
な
農
業
生
産
活

動
や
多
面
的
機
能
を
増
進
す
る
活
動

に
対
し
、
交
付
金
を
交
付
す
る
制
度

で
す
。
平
成
16
年
度
ま
で
、
町
内
の

各
協
定
集
落
で
は
、
農
地
・
水
路
・

農
道
を
管
理
し
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
に
努
め
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

農
業
機
械
の
共
同
購
入
や
農
作
業
の

共
同
化
、
農
作
業
の
受
委
託
が
推
進

さ
れ
、
新
規
作
物
を
導
入
し
て
集
団

転
作
に
取
り
組
む
集
落
も
出
て
き
ま

し
た
。

平
成
12
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
平
成
16
年
度
末
で
終
了
し
ま
し
た
が
、平
成
17
年
度

か
ら
は
、
５
年
間
の
次
期
対
策
が
内
容
を
一
部
変
更
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

中
山
間
地
域
は
洪
水
防
止
機
能
や
緑
豊
か
な
風
景
の
提
供
な
ど
、
多
面
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、不
利
な
農
業
生
産
条
件
や
高
齢
化
、担
い
手
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
農
業
生
産
活
動
を
通
し
て
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
防
ぎ
、
多
面
的
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
、
平
成
12
年
度

か
ら
５
カ
年
に
わ
た
り
、「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
17
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
集
落
、団
地
数
は
9
集

落
12
団
地
で
す
が
、
平
成
16
年
度
末

に
お
い
て
協
定
が
締
結
さ
れ
た
の
は
、

7
集
落
10
団

地
で
し
た
。

各
集
落
へ

の
交
付
対
象

農
用
地
面
積

及
び
交
付
額

等
に
つ
い
て

は
、表
１「
平

成
16
年
度
の

実
施
状
況
」

の
と
お
り
で

す
。対

象
農
用
地
・
対
象
者
に
つ
い
て

は
従
来
と
同
じ
に
な
り
ま
す
が
、
交

付
単
価
に
つ
い
て
は
活
動
内
容
に
よ

っ
て
2
種
類
と
な
り
ま
す
。（
図
１
参

照
）

制
度
で
は
、
将
来
に
向
け
て
農
業

生
産
活
動
を
自
立
的
・
継
続
的
に
実

施
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来

の
活
動
内
容
だ
け
で
あ
れ
ば
通
常
単

価
の
8
割
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
平
成
16
年
度
の
実
施
集

落
に
対
し
て
継
続
実
施
に
向
け
て
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
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デービッド先生の授業（昨年）
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公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院

院
長
の
村
井
で
す
。

地
域
の
病
院
と
し
て
、
住
民

の
み
な
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
よ
り
よ
い

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
念
頭

に
鋭
意
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、

全
国
的
な
医
師
不
足
の
中
、
当

院
も
例
外
で
は
な
く
、
医
師
の

減
少
等
に
よ
り
、
十
分
な
診
療

体
制
が
整
備
で
き
な
い
の
が
現

状
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
関
係
者
の

ご
努
力
に
よ
り
、
こ
の
た
び
、

麻
酔
科
・
心
療
内
科
・
漢
方
外

来
と
い
っ
た
診
療
科
目
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、

今
回
よ
り
町
施
策
の
一
環
と
し

て
本
誌
で
当
院
を
紹
介
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
少
し
で
も
提
供

し
て
い
る
医
療
の
一
端
を
ご
理

解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

診
療
体
制
と
し
て
は
ま
だ
ま

だ
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
住
民
の
み
な
さ
ま

の
期
待
に
少
し
で
も
応
え
ら
れ

る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
、『
第
三
次
小
野
町
振
興
計
画
後
期
基
本

計
画
』
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
な
「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、

こ
の
計
画
で
は「
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院（
通
称
・

綜
合
病
院
）
の
支
援
」
を
掲
げ
、
さ
ら
に
、
平
成
17
年

度
の
小
野
町
重
点
施
策
に
も
同
様
の
項
目
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
の
生
活
基
盤
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
綜
合
病
院
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ

で
診
療
科
目
な
ど
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

院
長
ご
あ
い
さ
つ

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院

院
長
　
村

井

隆

夫

み
な
さ
ん
は
麻
酔
科
と
言
わ
れ
て

も
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

麻
酔
科
が
ど
ん
な
所
で
何
を
す
る
所

な
の
か
紹
介
し
ま
す
。

麻
酔
科
の
仕
事
は
大
き
く
4
つ
の

分
野
に
わ
か
れ
ま
す
。
手
術
麻
酔
、

集
中
治
療
、
救
急
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
痛
み
治
療
）
で
す
。

手
術
麻
酔
は
麻
酔
科
の
基
本
で
あ

り
、
手
術
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
痛
く

な
い
よ
う
に
手
術
前
か
ら
考
え
て
麻

酔
方
法
を
決
め
ま
す
の
で
、
今
は
ほ

と
ん
ど
術
後
の
痛
み
を
感
じ
な
い
で

す
み
ま
す
。

そ
の
知
識
と
技
術
を
い
か
し
て
集

中
治
療
、
救
急
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
も
行
い
ま
す
。

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
ブ
ロ
ッ

ク
注
射
や
電
気
鍼
を
行
い
ま
す
。
肩

こ
り
や
腰
、
膝
の
痛
み
な
ど
で
お
困

り
の
方
は
一
度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
診
療
時
間
】

毎
週
月
・
水
・
金

午
前
8
時
30
分
〜
午
前
12
時

担
当
医

藤
　
井
　
文
　
夫
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法
務
省
仙
台
入
国
管
理
局
で
は
、

次
の
と
お
り
入
国
警
備
官
を
募
集
し

ま
す
。

・
受
験
資
格
昭
和
57
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
63
年
4
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者

・
受
付
期
間
　
平
成
17
年
7
月
19
日

（
火
）か
ら
8
月
2
日（
火
）ま
で

・
第
１
次
試
験
9
月
25
日(

日)

・
第
2
次
試
験
10
月
19
日(

水)

20
日(

木
）

◆
問
い
合
わ
せ

法
務
省
仙
台
入
国
管
理
局

0
2
2
―
2
5
6
―

6
0
7
6

6
月
下
旬
か
ら
7
月
に
か
け
て
、

各
行
政
区
で
排
水
溝
や
下
水
路
へ
の

蚊
・
ハ
エ
駆
除
剤
散
布
を
実
施
し
ま

す
。
感
染
症
予
防
の
た
め
の
薬
剤
散

布
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
民
生
活
課

7
2
―
6
9
3
3
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4
月
28
日
、
町
と
株
式
会
社
東
北

エ
ス
・
イ
ー
・
テ
ィ
ー
は
、
塩
庭
一

区
代
表
者
ら
立
ち
会
い
の
も
と
、
産

業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
関
す
る
公

害
防
止
協
定
と
、
地
元
要
望
に
関
す

る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

公
害
防
止
協
定
は
、
最
終
処
分
場

の
操
業
に
よ
る
公
害
発
生
を
未
然
に

防
止
す
る
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
健

康
保
護
や
周
辺
環
境
の
保
全
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
公
害
防
止
協

定
を
締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
会
社

は
営
業
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

町
は
、
昨
年
12
月
15
日
に
県
が
会

社
の
営
業
を
許
可
し
た
こ
と
を
受
け
、

塩
庭
一
区
で
の
事
業
説
明
会
や
公
害

防
止
協
定
の
説
明
会
、
現
地
視
察
な

ど
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
町
は
会
社
に
対
し
、
法
や

公
害
防
止
協
定
、
覚
書
な
ど
を
守
ら

せ
、
最
終
処
分
場
を
適
正
に
運
営
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
民
生
活
課

7
2
‐
6
9
3
3

児
童
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
１
回

現
況
届
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
受
給
者
の
所
得
状

況
や
児
童
の
扶
養
状
態
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
、

6
月
以
降
の
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

次
に
よ
り
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

﹇
提
出
日
時
﹈

6
月
22
日（
水
）・
23
日（
木
）

正
午
〜
午
後
7
時

﹇
提
出
場
所
﹈

役
場
第
一
会
議
室

（
役
場
と
な
り
車
庫
2
階
）

﹇
そ
の
他
﹈

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
保
護

者
の
皆
様
に
は
、
現
況
届
の
用
紙
を

送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
所
定
の
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
今
年
１
月
１
日
現
在
、
小

野
町
に
住
所
の
な
か
っ
た
方
は
、
所

得
証
明
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
こ
の
証
明
書
は
以
前
の
住
所

地
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
認
定
請
求
は

お
済
み
で
す
か
？

児
童
手
当
は
現
在
、
小
学
校
第
3

学
年
修
了
前
の
児
童
（
9
歳
到
達
後

最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
児
童
）
を

対
象
に
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
手
当
て
は
所
定
の
手
続
き（
認

定
請
求
書
の
提
出
）
を
し
な
け
れ
ば

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
出
生
や
転

入
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

7
2
―
6
9
3
4

小
野
町
で
は
、
毎
月
、
上
水
道
水

の
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

4
月
に
実
施
し
た
水
質
検
査
結
果

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

地
域
整
備
課

7
2
―
6
9
3
6

児童手当は小学校3年生まで支給されます



13



14



15



16

  



17



18

※記事については、常用漢字・人名用漢字で記載しております。




